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Ⅰ 令和６ 年度業務活動基本方針 

令和５ 年度における 企業の経済活動は、 新型コ ロ ナウ イ ルス の感染症法上の位置づけが

「 ５ 類」 に移行し たこ と で、 徐々に賑わいを取り 戻し つつあり ま す。 し かし ながら 、 長期化

する 原材料・ エネルギー価格の高騰や慢性的な人手不足に加え、 デジタ ル化、 カーボンニュ

ート ラ ル、 Ｓ Ｄ Ｇ s への対応、 無利子・ 無担保融資（ ゼロ ゼロ 融資） の返済など 、 企業を 取

り 巻く 経営環境は様々な課題に直面し ていま す。  

こ のよ う な不透明かつ厳し い状況の下、当財団は外部環境の変化を 踏ま えつつ、県内の産

業振興の担い手と し て、 こ れま で蓄積し たノ ウ ハウ を 生かし ながら 、 行政機関を はじ め、 産

業支援機関や関係団体等と 連携し 、県内事業者の持続的な成長・ 発展に向け様々な取組を進

めてま いり ま す。  

経営支援部門では、 県内中小企業・ 小規模事業者に対する 支援体制を強化する ため、 中小

企業支援センタ ーと 岡山県よ ろ ず支援拠点が連携し 、 ワ ン ス ト ッ プでの相談対応の充実に

努めま す。ま た、中小企業の経営力向上に資する 事業を展開する と と も に、事業継続計画（ Ｂ

Ｃ Ｐ ） の普及・ 策定サポート 、 円滑な事業承継支援など 、 企業の競争力強化を 図り ま す。 加

えて、県内企業のデジタ ル化を推進する ため、生産性向上に資する デジタ ル推進人材の育成

を支援し ま す。  

創業予定者及び創業後間も ない経営者に対し ては、 相談会やセミ ナーを 通じ て知識習得

の機会を 提供する と と も に、 創業経験者から のサポート 等を 通じ て課題解決と 成長の促進

を図り ま す。 加えて、 ベンチャ ー企業等の資金調達を 支援する など 、 新たな産業の芽を 育て

ま す。  

ま た、 展示会出展や商談会の開催を 通じ て、 優れた県産品を有する 県内企業（ セラ ー） と

百貨店等（ バイ ヤー） と の商談の機会を提供し 、 新たな販路開拓と 拡大を 支援し ま す。  

さ ら に、 設備のリ ース 又は割賦販売を通じ て、 中小企業の設備投資を支援し ま す。  

も のづく り 支援部門では、 カーボンニュ ート ラ ルに伴う グリ ーン成長戦略の動き を 県内



 

 

企業の新たなビジネス チャ ン ス につなげる ため、 専属のコ ーディ ネータ ーを配置し 、 企業

の関心が高い半導体や水素分野など において、 研究開発及び新製品開発から 社会実装ま で

の各フ ェ ーズで伴走支援を核と し た支援を 行いま す。  

岡山大学内に設置し ている 「 岡山県 企業と 大学と の共同研究センタ ー」 において、 専

属コ ーディ ネータ ーを 配置し 、 県内中小企業等と 大学と の連携を促進し ま す。 大学の知を

活用する こ と で企業の課題を 解決し 、 技術開発力と 企画提案力の向上を 図る と と も に、 イ

ノ ベーショ ンを創出する こ と で、 稼ぐ 力の強化と 優秀な若者の県内定着の促進に取り 組み

ま す。  

自社で開発し た技術や製品など の知的財産は、 企業固有の「 経営資源」 である こ と か

ら 、 相談対応に加えて、 その権利化や活用についても 関係機関と 連携し て支援し ま す。  

ま た、 県内外での商談会の開催、 各種展示会への出展、 個別あっせん等を 通じ て県内企

業の優れた加工技術等を 広く Ｐ Ｒ し 、 受注機会の拡大と 新規取引先の開拓に努めま す。 ９

回目と なる 「 おかやま テク ノ ロ ジー展（ Ｏ Ｔ Ｅ Ｘ ）」 では、 オンラ イ ン展示会を同時開催

し 、 県内外の企業と のマッ チング機会を創出する と と も に、 高校生や大学生の来場を促

し 、 地元企業の魅力を 紹介する 場を提供する こ と で岡山での就労意欲の醸成を 図り ま す。  

プロ ジェ ク ト 推進部門では、「 プロ フ ェ ッ ショ ナル人材戦略拠点」 において、 民間人材

ビジネス 事業者と 連携し 、 プロ フ ェ ッ ショ ナル人材の活用によ る 攻めの経営や生産性の向

上を 支援し ま す。  

「 中小企業活性化協議会」 において、 借入金等の課題を抱えた中小企業の収益力改善や

事業再生に向けた取組を 支援する と と も に、 民間専門家と 連携し て、 中小企業の経営改善

計画の策定を 推進し ま す。  

「 事業承継・ 引継ぎ支援セン タ ー」 において、 地域の支援機関や金融機関など の関係機

関と 連携し 、 事業承継に直面し ている 中小企業等が抱える 課題の解決に向けた適切な助

言、 情報提供、 マッ チン グ支援等を行い、 事業譲渡や事業承継等の取組を 促進し ま す。  



 

 

総務部門では、 中小企業・ 小規模事業者の若手・ 中堅・ 管理職など 、 キャ リ アに応じ た

計画的な人材育成を支援する ため、「 デジタ ル技術の習得」、「 生産性の向上」、「『 人』 の付

加価値向上」 の３ つのテーマの下で研修を 実施し ま す。 ま た、 女性の活躍推進を図る ため

の研修や、 製造業の設計・ 開発・ 技術力を 高める ための技術研修など を 行い、 企業の底上

げを 支援し ま す。  

Ｉ Ｔ 化支援については、 生産性向上につながる Ｉ Ｔ 研修やセキュ リ ティ に関する セミ ナ

ーに加え、 各種支援施策やイ ベント 情報など を 発信する ためのポータ ルサイ ト を運営し 、

有益な情報発信に努めま す。  

 ま た、 海外に留学する 学生の活動を 支援し 、 グロ ーバルな視点を 持っ た意欲ある 人材の

育成に取り 組むと と も に、 県内大学に在籍する アジアの留学生を、 母国と の懸け橋と なる

ビジネス 人材と し て育成する ため、（ 一社） 岡山経済同友会及び県内８ 大学と 連携し 、 人的

ネッ ト ワ ーク の構築、 奨学金交付等の事業を 実施し ま す。 加えて、 県内企業における 海外

人材の受入を 支援する ため、 企業向けセミ ナーや留学生を 対象と し た就活支援セミ ナー、

企業研究イ ベント など を 実施し 、 留学生と のマッ チングに取り 組みま す。  

当財団では、 ポス ト コ ロ ナの時代に入り 、 ま すま す複雑化・ 多様化する 経営課題に県内企

業が適切に対応でき る よ う 、 企業の皆様に寄り 添っ た支援を行ってま いり ま す。 引き 続き 、

職員全員が中核的・ 総合的支援機関である と の自覚を 持っ て、 「 頑張る 中小企業の応援団」

と し て全力で取り 組んでま いり ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅱ 活力と 創造性のある 中小企業の育成（ 経営支援部事業）  

 

中小企業等経営強化法に基づく 認定支援機関である 岡山県中小企業支援セン タ ーと し

て、 県内中小企業の経営力の強化を 図る ため、 他の支援機関と 連携し ながら 、 窓口相談、

経営革新支援、 創業支援、 販路開拓支援、 設備導入支援に取り 組む。 さ ら に、 物価高騰や

深刻な人手不足等に対応し た支援を行う こ と で、中小企業の経営力向上や活力のある 企業

の育成を 推進し 、安定し た事業の継続や雇用の維持・ 拡大を図り 、中小企業の生産性向上、

稼ぐ 力の強化のための取組を 後押し する 。  

ま た、小規模事業者を 中心と し た来所やＷｅ ｂ 型窓口相談を 実施する よ ろ ず支援拠点の

運営も 行う こ と で、県内中小企業の利便性を高めたワ ンス ト ッ プ相談窓口と し て中小企業

支援に取り 組む。  

 

１  岡山県中小企業支援セン タ ーの運営 

（ １ ） 総合相談窓口の運営（ 県委託事業）           （ 予算額： 16, 197 千円） 

中小企業等が抱える 経営・ 労働環境等に関する 幅広い課題に対し て窓口相談に応じ る

ほか、 多様化し ている 経営課題の解決のため、 中小企業診断士、 社会保険労務士等の専

門家によ る 支援を 充実する 。  

・ 窓口相談 

・ 専門家派遣                       20 社 

 

（ ２ ） 経営課題等の把握と 生産性向上に資する 支援（ 県委託事業）（ 予算額： 15, 050 千円） 

物価高騰や深刻な人手不足等の影響によ り 現在抱えている 経営課題等について、アン

ケート 調査を 通し て把握し 、 き め細かい支援につなげる と と も に、現場改善や販路拡大

等の生産性向上に資する 支援を 行う 。  

・ アンケート 調査                      3 回 

・ 専門家派遣                       30 社 

 

２  経営革新の支援  

経営革新計画の承認支援（ 県委託事業）         （ 予算額： 17, 148 千円）  

中小企業者等が作成し た経営革新計画の県によ る 承認をサポート する ため、審査及び

指導助言を行う 。 なお、 計画策定企業の掘り 起こ し に際し 、 中小企業者等に対し てデジ

タ ル化、 脱炭素及び賃上げ等を 意識し た的確な助言を 行う こ と で計画作成を支援する 。 

ま た、 計画終了企業のう ち成果が顕著であり 他の模範と なる 企業を 表彰する など 、 総

合的な支援を 実施する 。  

・ 審査及び指導助言                    100 件 

・ 経営革新企業表彰                     1 回 

 

３  事業継続力向上の支援 

Ｂ Ｃ Ｐ （ 事業継続計画） の推進・ 策定支援（ 県委託事業）  （ 予算額：  6, 457 千円） 



 

 

新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症によ る 事業活動の寸断、近い将来の発生が危惧さ れている

南海ト ラ フ 巨大地震等への対応策と し て、Ｂ Ｃ Ｐ への関心は非常に高ま っ ている が、県

内企業のＢ Ｃ Ｐ 策定は思う よ う に進んでいない。 産業の強固な基盤づく り には、県内中

小企業の事業継続能力の強化と 信用力・ 企業価値向上に向けた支援が必要である 。 こ の

ため、 中小企業のＢ Ｃ Ｐ 策定を促すと と も に、 策定済みの企業においても Ｂ Ｃ Ｐ の見直

し ・ ブラ ッ シュ アッ プの仕組みを 構築し 、 よ り 実効性の高い計画の策定支援を 行う 。  

・ 岡山県版Ｂ Ｃ Ｐ 認定制度                  1 回 

・ Ｂ Ｃ Ｐ 普及・ 策定セミ ナー                 1 回 

・ 簡易版Ｂ Ｃ Ｐ シート 策定ワ ーク ショ ッ プ           6 回 

・ Ｂ Ｃ Ｐ 訓練セミ ナー                    2 回 

・ 専門家派遣                        3 社 

 

４  事業承継によ る 成長・ 拡大への支援 

（ １ ） 事業承継の取組や課題解決を支援（ 県委託事業）   （ 予算額： 11, 155 千円）  

円滑な事業承継に向けて、 後継者の不在や事業継続の不安等を 解消する と と も に、 承

継後の企業価値を 向上さ せ、 新事業開発やＭ＆Ａ 等によ り 企業の成長を 支援する ため、

後継者や事業承継後の経験が浅い経営者を対象にし たセミ ナー・ 研修会を 開催する 。  

ま た、事業の競争力強化等を支援する ために専門家を 派遣し 、企業価値の向上を 図り 、

事業承継を企業の成長に繋げていく 。  

・ 事業承継セミ ナー                     1 回 

・ 事業承継研修                       2 コ ース  

・ 専門家派遣                       30 社 

 

（ ２ ） 後継者の育成（ 自主事業）              （ 予算額：  5, 500 千円）  

中小企業の後継者等を 対象に、 経営者と し ての意識づく り を促す「 後継者育成塾」 を

開催し 、 経営者になる ための基礎知識と 塾生相互のネッ ト ワ ーク づく り を 支援する 。ま

た、 修了生で構成する 「 吉備継成会」 の活動を 支援する 。  

 

５  生産性向上の支援 

生産性向上に向けた設備投資等の支援（ 県委託事業）   （ 予算額： 44, 101 千円）  

物価高騰等によ る 厳し い経営環境の中、ポス ト コ ロ ナ・ ウ ィ ズコ ロ ナ時代の経済社会

の変化に対応し た、 エネルギー効率の向上やデジタ ル技術の活用、 事業再構築、 新事業

展開・ 新分野進出等の生産性向上に向けた意欲的な取組を 行う 県内中小企業者に対し 、

必要な経費の一部を 補助する 。  

・ 補助金の受付、 審査、 進行管理、 現地検査等 

 

６  Ｄ Ｘ 推進人材の育成（ 県委託事業）                （ 予算額： 13, 669 千円）  

生産性向上にはＤ Ｘ を 推進する こ と が有効な手段である が、知識を持っ た人材がいな

いために取組が進んでいないこ と が多い。新たにＤ Ｘ 推進人材を採用する こ と は困難が



 

 

伴う ため社内人材を 育成する 必要がある こ と から 、専門家の支援の下、勉強会の開催や

実践型研修を 実施する こ と でＤ Ｘ 推進人材の育成を支援する 。  

・ 勉強会の開催                        3 回 

・ 実践型研修                                       10 社・ 6 回 

・ 成果発表会の開催                     1 回 

 

７  岡山県よ ろず支援拠点の運営（ 国委託事業）       （ 予算額： 180, 321 千円）  

本部及びサテラ イ ト オフ ィ ス において、小規模事業者を中心と し た来所及びＷｅ ｂ 型

の窓口相談を 実施し 、 事業者の課題分析、 解決策の提示、 フ ォ ロ ーアッ プを行う 。  

ま た、 金融機関、 商工会議所、 商工会等と 連携し 、 相談者が来訪し やすい日時、 場所

での「 出前よ ろず支援拠点」 を実施する こ と に加え、 成長志向の高い中小企業の掘り 起

し と 伴走支援を行う 。  

・ セミ ナーの開催                     12 回 

・ 支援機関や金融機関、 自治体など が参加する 会合の連携開催  1 回 

・ 成長を 志向する 企業へのチーム型支援            5 社 

 

８  創業の支援 

（ １ ） 起業家の人材育成の支援（ 県委託事業）        （ 予算額： 5, 471 千円）  

創業予定者や創業間も ない者を対象に、 各種相談への対応、 経営・ 財務・ 人材育成・

販路開拓等の知識習得を 目的と する 研修会を 開催する 。 そし て、 それら の者が抱える

様々な課題に対し 、創業経験を持つス タ ート アッ プ有識者と 自由に意見交換・ 相談でき

る 場を 設け、 課題解決と 成長を 促す。  

ま た、男女共同参画センタ ー内に設置さ れた岡山県女性創業サポート センタ ーを情報

のプラ ッ ト フ ォ ームと し 、 各種相談に対応する 。  

・ 支援機関連絡会議の開催                  3 回 

・ 分野別ミ ニ創業塾／事業計画書作成研修           7 回 

・ 創業&フ ォ ロ ーアッ プセミ ナー                1 回 

・ 創業ス テッ プアッ プサロ ン の開催              5 回 

 

（ ２ ） ベンチャ ー企業の育成支援（ 県委託事業）        （ 予算額： 4, 415 千円）  

成長が期待さ れる ベン チャ ー企業を対象に、ハンズオン支援を 行う と と も に、 ベン チ

ャ ーキャ ピ タ ルや金融機関と のマッ チン グ会等を 通じ てビ ジネス パート ナー等と の出

会いの場を提供し 、 事業発展を 支援する 。  

・ イ ンキュ ベーショ ン施設によ る 連絡会議の開催        3 回 

・ 大学等と 連携し た起業家講演等               2 回 

・ ベンチャ ーキャ ピ タ ル、 金融機関と のマッ チング会      2 回 

・ 創業相談会                        1 回 

 

 



 

 

９  販路開拓・ 拡大支援 

（ １ ） 新商品等の販路開拓支援（ 県委託事業）        （ 予算額： 23, 006 千円）  

首都圏等の新たな市場ニーズへの対応、メ ーカーや小売店等と の接点を 積極的に広げ

る ため、 商談会の開催、 大型見本市への出展支援によ り 確実な販路開拓を 図る 。  

・ 大都市圏へ向けた商談会開催                3 回 

・ 大都市圏での大型見本市出展                 2 回 

 

１ ０  設備導入の支援 

（ １ ） 設備貸与事業によ る 設備投資の支援（ 割賦損料補助は県補助事業）  

（ 予算額：   857, 557 千円）  

中小企業等が希望する 設備を 財団が購入し 、企業にリ ース 又は割賦販売する こ と によ

り 、 設備導入を支援する 。 設備貸与予算枠のう ち１ 億円分については、 ５ 年間を限度に

損料を 補助する こ と で、 創業者や経営革新に取り 組む企業等を 支援する 。  

・ 新規のリ ース 及び割賦販売枠          8 億円（ う ち 1 億円）  

 

（ ２ ） 小規模企業者等設備導入資金貸付事業費等補助金（ 県補助事業）  

（ 予算額：   14, 066 千円）  

設備貸与先及び被災中小企業施設・ 設備整備支援事業における 無利子貸付先に対し 、

巡回訪問等によ り 経営状況の把握を行う と と も に、正常償還に向けて必要な支援策を 講

じ る など の業務を 行う 。  

 

１ １  被災中小企業施設・ 設備整備支援事業（ 基金事業）   （ 予算額：   40, 899 千円）  

平成３ ０ 年７ 月豪雨によ り 被害を 受け、施設・ 設備の復旧等を 行う ためのグループ補助

金の自己負担部分への無利子貸付を行った県内中小企業者の債権管理業務を行う 。  

 

１ ２  中小企業の競争力強化対策事業（ 県委託事業）     （ 予算額：    708 千円）  

経営革新資金の利用を希望する 企業に対し 、設備投資によ る 収益性の向上が見込ま れる

こ と を財団が推薦（ 新分野進出・ 新事業展開の取組等、生産性向上を目的と し た設備投資）

する こ と で、 中小企業等の資金調達を 支援する 。  

 

１ ３  中小企業高度化事業に係る 診断・ 助言（ 県委託事業）    （ 予算額： 8, 069 千円）  

中小企業高度化事業を利用し ている 協同組合等に対し 診断・ 助言を 行う 。  

・ 事後助言、 運営診断                    3 件 

・ フ ォ ロ ーアッ プ                      2 件 

 

１ ４  中小企業高度化資金・ 近代化資金の債権管理電算データ 保守管理（ 県委託事業）  

（ 予算額： 3, 752 千円）  

岡山県中小企業高度化資金及び岡山県中小企業設備近代化資金に係る 債権管理データ

の管理、 電算シス テムの保守に関する 業務並びにこ れら 債権に附帯する 業務を 行う 。  



 

 

Ⅲ コ ーディ ネート 機能を 発揮し 新産業を 創出（ も のづく り 支援部事業）  

 

県内中小企業が、市場ニーズに応じ た製品やサービス をよ り 迅速に開発し タ イ ムリ ーに

市場に投入する こ と ができ る よ う 、企業や大学など が有する 開発ニーズや技術シーズのマ

ッ チングによ る 研究開発から 知的財産の活用、 販路拡大ま での総合的支援を推進する 。  

特に、おかやま グリ ーン成長戦略を推進する ための専属コ ーディ ネータ ーを配置し 、今

後成長が期待さ れる 半導体や水素分野の専門家を 招聘し た勉強会や先進企業等の視察を

行い、 新技術・ 新製品の開発等に向けた共同研究等を 促進する 。  

ま た、全国大手メ ーカーに対し て県内受注企業の優れた加工技術等を 広く Ｐ Ｒ し 、新規

取引先の開拓、 広域的な受注機会の拡大を 図る 。 好評を博し た「 おかやま テク ノ ロ ジー展

（ Ｏ Ｔ Ｅ Ｘ ）」 を引き 続き 開催する 。  

 

１  産学官連携の推進 

（ １ ） 技術研究会の活動支援（ 基金事業・ 自主事業）     （ 予算額：  8, 038 千円）  

分野別技術研究会（ 岡山県食品新技術応用研究会、 岡山県精密生産技術研究会、 おか

やま バイ オアク ティ ブ研究会、 ハート フ ルビジネス おかやま ） について、 産学官連携の

も と 、 研究開発活動や交流活動等を支援し 、 組織の活性化を 図り ながら 、 研究成果の発

信と 産業界での活用を 目指す。  

・ 講演会、 シンポジウ ム の開催、 先進事例視察など の活動支援 

 

（ ２ ） 異業種交流活動の支援（ 基金事業・ 自主事業）     （ 予算額：  2, 170 千円）  

岡山県異業種交流プラ ザ協議会（ 10 グループ・ 196 人） の活動を コ ーディ ネート し 、

会員相互の交流の促進や新事業創出の促進を 図る 。 ま た、 ’ 82 岡山県技術交流プラ

ザ、’ 84 岡山県技術交流プラ ザ、’ 91 岡山県技術・ 市場交流プラ ザの活動支援を 行う 。  

・ 特別セミ ナーの開催                   1 回 

・「 プラ ザのつど い」 の開催               1 回 

 

２  研究開発の支援 

（ １ ） き ら めき 岡山創成フ ァ ンド （ 県補助事業）       （ 予算額： 79, 000 千円）  

新技術・ 新製品の研究開発を 助成する こ と によ り 、県内企業の成長を支援する 。ま た、

自動車関連サプラ イ ヤーの既存技術のＥ Ｖ 対応のための研究開発を 支援する 。  

・ 採択                7 件（ う ちＥ Ｖ シフ ト 対応 2 件）  

 

（ ２ ） 成長型中小企業等研究開発支援事業（ 国補助事業）    （ 予算額： 81, 485 千円）  

製造業の国際競争力の強化と 新たな事業の創出を 目指し 、 鋳造、 鍛造、 切削、 めっ き

等の中小企業のも のづく り 基盤技術の高度化について、革新的でハイ リ ス ク な研究開発

から 事業化に向けた取組を 一貫し て支援する 国の補助事業を 活用し て、以下の研究開発

を推進する 。  

・ 次世代自動車の製造における 軽量化と カーボン ニュ ート ラ ルの要求に対応し たギ



 

 

ヤポンプ式塗布装置の開発 

・ 布地の『 肌触り と 耐久性』 評価装置、 評価方法の開発 

・ 空気圧人工筋によ る アク ティ ブ支援を 電源を 用いず実現する 衣服型アシス ト ス ー

ツ の開発 

 

（ ３ ） おかやま グリ ーン 成長支援事業（ 県委託事業）     （ 予算額： 40, 223 千円）  

カーボン ニュ ート ラ ルの実現に向けた動き を 県内企業のビ ジネス チャ ン ス につなげ

る ため、セミ ナーによ る 情報提供や専門家を招いての勉強会等によ る 成長分野別コ ンソ

ーシアムの育成促進を 図る 。 さ ら に専属コ ーディ ネータ ーを設置し 、コ ンソ ーシアムの

運営支援やグリ ーン 成長研究開発プロ ジェ ク ト 創成事業の補助金について伴走支援等

を行い、 成長が期待さ れる 新たな分野での研究開発・ 製品開発を促進する 。  

ま た、 県内企業に対し て、グリ ーン成長に関わる 技術動向の提供や支援制度の紹介を

行う と と も に、 産学官連携によ る ニーズ・ シーズのマッ チング等を通じ て新技術・ 新製

品の開発に向けた支援を行う 。さ ら に、 脱炭素化要請に対応する ためのセミ ナーや研修

等を開催する 。  

・ グリ ーン成長セミ ナー                   2 回 

・ ニーズ・ シーズ発信会                       2 回 

・ コ ンソ ーシアム勉強会                   4 回 

・ 先進企業の視察                      2 回 

・ Ｌ Ｃ Ａ 対応セミ ナー・ 研修                 2 回 

 

（ ４ ） 研究開発促進事業（ 県委託事業）           （ 予算額：  8, 054 千円）  

コ ーディ ネータ ーを設置し 、 イ ノ ベーショ ンに挑戦する 企業のニーズを 捉え、 研究

開発から 販路開拓の各段階で適切なアド バイ ス や専門家の派遣、 産学金官や企業間の

連携調整を行う など 、 研究開発の促進体制を強化する 。 ま た、 国、 県等の競争的資金

について、 説明会を 開催し て広く 周知する と と も に、 申請前から 採択に至る ま で伴走

し 、 県内企業のイ ノ ベーショ ンを 売上げに結実する ま で支援する 。  

・ 研究開発等の企業支援制度説明会の開催             1 回 

 

（ ５ ） 高付加価値加工技術支援事業（ 県委託事業）      （ 予算額：  2, 588 千円）  

グリ ーン成長分野で要求さ れる 高付加価値な加工技術（ 超高精度加工、 高品位加

工、 微細加工） に対応する ための市場動向セミ ナーや技術セミ ナーを開催する 。  

・ 市場及び技術動向セミ ナー                3 回 

 

（ ６ ） 技術振興事業（ 基金事業）                （ 予算額：  4, 000 千円）  

も のづく り 産業の活性化を図る と と も に、今後成長が期待さ れる 産業分野への進出を

促進する ため、研究開発や経営革新等、業種転換を進める 中小企業の総合的な支援を 行

う こ と によ り 、 本県産業の高度化と 競争力の高い産業集積の形成を 図る 。 ま た、 県内企

業が、 岡山リ サーチパーク に関係する 企業・ 機関の研究成果や県内大学の研究成果を 活



 

 

用でき る よ う 、 シーズ発表の機会を創出する 。  

 

（ ７ ） Ｅ Ｖ 関連部品開発等支援事業（ 県委託事業）     （ 予算額： 29, 874千円）  

Ｅ Ｖ では、 従来車に比べ部品総点数が1/3減少する が、 Ｅ Ｖ 関連技術に十分対応で

き る 企業はほと んど なく 、新技術・ 新製品の開発が急務と なっ て いる 。県内自動車関

連企業が、 Ｅ Ｖ の普及によ り 新たに必要と なる 部品の製造や技術に対応でき る よ う 、

Ｅ Ｖ の情報発信セミ ナーや専門家派遣を 実施し 、 企業の技術開発を 後押し する 。 ま

た、 脱炭素や安定的な調達の観点から 注目さ れる 新素材の加工技術等を 取得する た

め、 自動車メ ーカ ーの技術者を 県内企業へ専門家派遣する こ と によ り 、 Ｅ Ｖ 構造研

究を 促進する 。  

・ Ｅ Ｖ 関連技術等情報発信セミ ナー開催           2回 

・ Ｅ Ｖ の構造研究等（ 車両分解）               1回 

・ 新素材等活用研究支援 

・ Ｅ Ｖ 技術開発企業への専門家派遣 

 

（ ８ ） サプラ イ ヤー販路拡大支援事業（ 県委託事業）    （ 予算額： 20, 876千円）  

世界的なＥ Ｖ シフ ト が加速する 中、Ｅ Ｖ の開発製造に向け各自動車メ ーカー等はサプ

ラ イ チェ ーンの大幅な見直し を 実施し ている 最中であり 、 県内サプラ イ ヤーにと っ て、

新たな取引先確保の好機である と 考えら れる 。そこ で、多様なマッ チン グ機会を創出し 、

県内サプラ イ ヤーの販路拡大を 後押し すべく 、 展示会への出展支援を実施する 。  

・ 展示会出展等によ る 開発成果のＰ Ｒ             2回 

・ 技術提案会の開催 

 

（ ９ ） 自動車関連企業の新分野進出支援事業（ 県委託事業）  

（ 予算額： 9, 797千円）  

内燃機関系部品( エン ジン 、 マフ ラ ー等) を 製造する サプラ イ ヤーにと っ ては、 自

社製品のニーズ が極端に減少する こ と が懸念さ れる 。 こ う し た状況の中、 県内サプ

ラ イ ヤーは新たな分野に挑戦し 、経営の多角化を 図る こ と が不可欠であ る こ と から 、

新分野進出に向けた取組を 実施する 。  

・ 企業視察                       1回 

・ ハン ズオン 支援 

 

（ １ ０ ） 自動車関連企業総合発展支援事業（ 県委託事業・ 自主事業）   

（ 予算額： 30, 574千円）  

「 Ｃ Ａ Ｓ Ｅ 」 など 、 自動車産業における 開発環境はめま ぐ る し く 変化し ており 、 県内

企業は、 車両電動化に向けた製品・ 技術の開発や、 新分野進出に向けた取組が必要であ

る 。 そこ で、 自動車メ ーカーに勤務経験がある 自動車コ ーディ ネータ ーが中心と なり 、

開発人材の育成やデジタ ル技術の活用ス キル向上を進める と と も に、その取組を岡山県

自動車関連企業ネッ ト ワ ーク 会議と 連携し 、 支援し ていく 。  



 

 

・ コ ーディ ネータ ーの配置 

・ 開発人材育成研修             座学6回、 実地3回 

・ 企業間連携促進支援事業（ 補助金）            10件 

・ 岡山県自動車関連企業ネッ ト ワ ーク 会議の運営 

・ 共同研究等の推進（ 分科会の運営）  

 

（ １ １ ） カ ーボン ニュ ート ラ ルに向けた自動車部品サプラ イ ヤー 

事業転換支援事業（ 地域支援拠点運営事業） （ 国委託事業）  

（ 予算額： 14, 596千円）  

地球温暖化等を 背景にし た 環境に対する 規制が強化さ れ、 実質的なＣ Ｏ ２ 排出ゼ

ロ を 目指すカ ーボン ニュ ート ラ ルなど 、 様々な取組が行われている 。 自動車業界に

おいても 、技術潮流の変化であ る「 Ｃ Ａ Ｓ Ｅ 」 への取組が求めら れている こ と から 、

県内サプラ イ ヤーのＥ Ｖ シフ ト 等を 支援する ため、窓口相談、セミ ナー、専門家派遣

を 実施する ための地域支援拠点を 設営する 。  

・ 相談窓口の運営 

・ セミ ナーの実施 

・ 技術相談会の開催 

・ 専門家派遣 

 

３  も のづく り 企業の成長の推進 

（ １ ）デジタ ルマーケ ティ ン グ等を 活用し た中堅企業への成長支援事業（ 県委託事業）  

（ 予算額： 26, 672千円）  

優れた技術や潜在的な成長力を 有する 県内製造業者を 対象に、 プロ ジェ ク ト マネ

ージ ャ ーを 中心と し た支援チーム によ る 伴走支援を 行う 。 ま た、 こ れま での身近な

成功事例を 広く Ｐ Ｒ する こ と で、 製造業全体にデジタ ルマーケ テ ィ ン グ 等に取り 組

む機運の醸成を 図る と と も に、 一層の支援強化を 図り 、 ビ ジネス 環境の変化に対応

でき る 企業の成長を 支援する 。  

・ 支援チーム によ る 専門的支援               5社 

・ 過年度分継続的フ ォ ロ ーア ッ プ 

・ セミ ナー、 個別相談会の実施               2回 

・ 成果事例集の作成 

 

４  産業ク ラ ス タ ー計画の推進 

（ １ ） 循環型産業ク ラ ス タ ー計画の推進（ 県委託事業）    （ 予算額： 18, 716 千円）  

産業廃棄物を 循環資源と し て活用する 新技術・ 新商品の開発等によ り 、県内環境産業

の振興を 図る こ と を 目的に、中四国環境ビ ジネス ネッ ト（ Ｂ －ｎ ｅ ｔ ）を 設置し ている 。

中四国地域を 視野に入れた広域でのビ ジネス マッ チン グやセミ ナーの開催など 、産学官

の連携によ り 、 県内事業者の環境負荷対策と 経済活動の推進の両立を支援し ていく 。  

ま た、 プロ ジェ ク ト 会議を開催し 、 循環型産業の振興に向けて、 専門家等の指導や助



 

 

言、 関係企業によ る 先進的事例の考察、 ３ Ｒ 推進員等と の意見交換など 様々な方法で、

県内企業等によ る 新規プロ ジェ ク ト の創出に繋がる 活動・ 研究を行う 。  

・ Ｂ －ｎ ｅ ｔ フ ォ ーラ ム の開催                1 回 

・ プロ ジェ ク ト 会議の開催                  3 回 

・ 全国規模展示商談会への出展                1 回 

・ 地域ミ ニエコ タ ウ ン事業承認審査委員会           2 回 

 

（ ２ ） 晴れの国Ｃ Ｎ Ｆ 連絡会運営事業（ 県委託事業）      （ 予算額：  5, 727 千円）  

連絡会によ り 、 県内外の企業、 公設試験研究機関、 国立研究開発法人及び高等教育機

関と 岡山県の相互間の連携を 通じ て、Ｃ Ｎ Ｆ 及びＣ Ｎ Ｆ 利用製品の実用化に向けた研究

開発の推進、 人的ネッ ト ワ ーク の拡充、 企業間のマッ チング、 勉強会によ る 様々な課題

の検証及び国内外の最新動向等の情報共有を図る 。  

・ フ ォ ーラ ム 等開催                     2 回 

・ 勉強会開催                        3 回 

 

５  岡山リ サーチパーク の周知活動（ 基金事業・ 県委託事業）  （ 予算額：  8, 147 千円）  

（ １ ） 小中学生（ 家族） 向け一般公開 

岡山リ サーチパーク を 中心と し た研究活動を一般に公開する こ と で、広く 県民に存在

を周知する 。 ま た、 新技術のすばら し さ 、 科学技術の重要性の認識を 目的に、 主に小中

学生を 対象と し た日常では体験でき ない科学技術の発見・ 感動の場を提供する 。  

 

（ ２ ） 岡山リ サーチパーク 研究展示発表会開催事業 

県内研究者の技術シーズをテク ノ サポート 岡山において公開する こ と で、県内研究者

と 県内企業と のマッ チングを 進め、 企業の新事業展開や事業成長を 支援する 。  

 

６  大学と 連携し た地域産業の支援 

共同研究等ス タ ート 事業（ 県委託事業）（ 予算額： 52, 001 千円）  

大学など の高等教育機関の知の活用によ り 、新たな技術課題に対応し ながら 成長・ 発

展を目指し 、 中小企業を 中堅企業へと 押し 上げていく ため、県内の企業と 大学と の連携

を組織的にコ ーディ ネート する 拠点「 岡山県 企業と 大学と の共同研究センタ ー」 を岡

山大学内に設置し ている 。企業と 大学と のマッ チングや県内企業の技術開発力等の向上

や共同研究の事業化に向けた包括的な支援を行う 。  

・ 大学研究室学生の共同研究先企業への派遣 

・ 産学連携ス タ ート 補助金 

・ 企業と 大学と の縁結び事業の開催 

・ 共同研究事業化推進リ ーダー育成研修の開催 

・ コ ーディ ネータ ー情報交換会の開催 

 

 



 

 

７  下請企業の取引あっ せん 

（ １ ） 取引情報の収集提供（ 県補助事業）  

（ 予算額： 126, 630 千円※( １ ) ～( ３ ) の合計額）  

県内及び県外発注企業の案件を発掘し 、県内中小企業等の優れた加工技術を県内外発

注企業に広く Ｐ Ｒ し 、 新規取引先の開拓支援を 行う こ と で、下請企業の取引あっせんに

努める 。 ま た、 県内中小企業等の加工技術、 設備等の情報を収集し 、 県内下請企業の新

規取引先の開拓、 広域的な受注機会の拡大を図る 。  

 

（ ２ ） 国内商談会等の開催（ 県補助事業、 自主事業）  

県外発注企業を岡山県に招聘し 、 県内中小企業等と の面談を 行う 商談会を 開催する 。

ま た、 全国規模の見本市への出展や本社・ 工場等が集積し ている 大都市圏へ県内中小企

業と 出向き 、 現地商談会等を 開催する こ と によ り 、 新規取引先の開拓支援を図る 。  

① 広域商談会の開催 （ 岡山）              1 回 

② 中国ブロ ッ ク 合同商談会の開催（ 広島）         1 回 

③ 大都市圏企業と の現地商談会の開催             6 回 

（ 東京、 愛知、 大阪、 広島、 愛媛、 福岡）  

④ 大都市圏企業と のオンラ イ ン 商談会の開催      2 回 

（ 関東、 東海）  

⑤ 地域見本市等への出展（ 東京、 福岡）         2 回 

⑥ 大企業を 対象と し た展示商談会の開催        2 回 

⑦ サポータ ーズ・ ミ ーティ ング（ 東京、 大阪）      2 回（ 一部自主事業）  

 

（ ３ ） 県外調査員を配置し た下請け取引支援事業（ 県委託事業）  

新規取引先の開拓を支援する ため、 県外調査員を ３ 名（ 関東、 東海、 九州） と 展示商

談会に特化し た県外調査員１ 名を 配置し 、県内企業のニーズや受注能力に見合った発注

案件を 各地域で収集し 、 県内企業と の個別あっ せん、 オン ラ イ ン商談会等を 開催する 。 

 

（ ４ ） 航空機関連産業の誘致推進支援（ 県委託事業）     （ 予算額：  2, 990 千円）  

県内企業の航空機分野への進出や展示商談会出展を支援する こ と によ り 、航空機関連

企業に対し て、県内企業の技術力や立地環境を Ｐ Ｒ し 、航空機関連企業の誘致や受注を

推進する 。  

・ 2024 国際航空宇宙展への出展 

 

（ ５ ） おかやま テク ノ ロ ジー展開催事業（ 県委託事業）    （ 予算額： 70, 681 千円）  

県内も のづく り 企業の一層の販路拡大を 図る ため、県下も のづく り 企業等を一堂に集

め、その優れた精密加工技術力及び技術開発力を 県内外のメ ーカー等に向けてＰ Ｒ を 行

う 「 第９ 回おかやま テク ノ ロ ジー展」（ オンラ イ ン展示会を 含む） を開催する 。  

 

 



 

 

８  岡山県内中小企業の景況調査（ 県委託事業）       （ 予算額：    887 千円）  

県内中小企業の景況状況を定期的に把握する ため、年４ 回（ ５ 月・ ８ 月･11 月･２ 月）

にわたり 、 対象企業 750 社にアンケート 調査を 実施し 、 調査報告書を作成する 。  

 

９  下請かけこ み寺（ 相談・ Ａ Ｄ Ｒ 業務） 事業（ 民間委託業務）（ 予算額：   159 千円）  

中小企業が抱える 取引上の様々な悩み等を 円滑に解決する ため、「 下請かけこ み寺」

を設置し 、 相談及び必要な経費等の管理を行う 。  

 

１ ０  岡山県自立化推進研究会等の活動支援（ 自主事業）    （ 予算額：  2, 318 千円）  

県内の中堅下請企業で構成する「 自立化推進研究会」（ ４ グループ 76 社） 及び異業種

交流・ 共同受注グループ（ ３ グループ 46 社） の活動を支援する 。  

① 90 岡山県自立化推進研究会              例会 6 回 

② 92 岡山県自立化推進研究会              例会 6 回 

③ 94 岡山県自立化推進研究会              例会 6 回 

④ ウ イ ング岡山 21                   例会 4 回 

⑤ ト ラ ス ト ネッ ト 未来                 例会 3 回 

⑥ ウ イ ングウ ィ ン岡山                 例会 6 回 

⑦ メ ディ カルネッ ト 岡山                例会 4 回 

 

１ １  知的財産を 活用し たも のづく り の推進 

（ １ ） 知財総合支援窓口運営業務（ 民間委託事業）       （ 予算額： 39, 856 千円）  

「 岡山県知財総合支援窓口」 を設置し 、 中小企業等が企業経営の中で抱える 知的財

産に関する 悩みや課題について、 窓口支援担当者が相談に応じ 、 知財専門家等を活用

し て課題解決を図る 。  

 

（ ２ ） 中小企業外国出願補助金（ 国補助事業）        （ 予算額： 7, 981 千円） 

中小企業が知的財産活動の海外展開支援の一環と し て、産業財産権に係る 外国出願

に要する 経費の一部を 助成する 。  

 

（ ３ ） 地域中小企業外国出願支援事務事業（ 県補助事業）    （ 予算額： 550 千円） 

県内中小企業から 外国出願補助金制度の活用に係る 相談や補助金申請の受付及び

交付等の事務手続き を 行う ｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅳ 国等のプロ ジェ ク ト 支援（ プロ ジェ ク ト 推進部事業）  

 

岡山県プロ フ ェ ッ ショ ナル人材戦略拠点は、民間人材ビ ジネス 事業者と 連携し 、プロ

フ ェ ッ ショ ナル人材の活用によ る 攻めの経営や生産性の向上を 支援する 。  

ま た、 岡山県中小企業活性化協議会及び岡山県事業承継・ 引継ぎ支援センタ ーは、 中

小企業の事業再生や事業承継を 支援する ため、「 産業競争力強化法」 に基づいて国が設

置し ている 公的な機関であり 、 中小企業の収益力改善、 経営改善、 事業再生、 再チャ レ

ンジ及び事業承継の促進に努める 。  

 

１  プロ フ ェ ッ ショ ナル人材の活用（ 県委託事業）      （ 予算額： 57, 856 千円）  

  成長戦略の具現化に必要な人材の確保に悩む県内中堅・ 中小企業に対し 、民間人材ビ

ジネス 事業者と 連携し 、 都市部の大企業等で豊富な経験を 有する プロ フ ェ ッ ショ ナル人

材と のマッ チングを 支援する 。 有望企業の発掘や成長戦略の策定など に関し て、 金融機

関、 各種支援機関等と も 積極的に連携し 、 人材面から 新事業展開など の経営革新を 支援

する 。  

ま た、 デジタ ル化の流れが加速する 中で、 デジタ ル課題の解決に相性が良いと 言われ

ている 副業・ 兼業プロ 人材の活用機運をセミ ナーの開催など を 通じ て醸成し ていく 。  

 

２  中小企業等の活性化支援 

  中小企業活性化協議会では、 地域のハブと し て、 金融機関、 民間専門家、 各種支援機

関と 連携し 、「 地域全体での収益力改善、経営改善、事業再生、再チャ レ ンジの最大化」

を追求する ため、「 中小企業の駆け込み寺」と し て幅広く 中小企業等の相談に対応する 。 

  こ れら の相談に対し 、 活性化協議会が自ら 支援する ほか、 税理士、 中小企業診断士な

ど の民間専門家を活用し て経営改善計画の策定を 支援する 。  

 

（ １ ） 中小企業活性化協議会事業（ 国委託事業）       （ 予算額： 163, 848 千円）  

企業の再生や再建に豊富な知識と 経験を 有する マネージャ ーが、経営環境が悪化し

つつある 中小企業から の相談に対応する 。 こ のう ち、 財務や事業の見直し が必要と 判

断し た場合は、 公認会計士等の外部専門家と 個別支援チームを 編成し 、 金融機関と の

調整や再生計画の策定等を支援する 。  

 

（ ２ ） 経営改善計画策定支援事業（ 民間委託事業）      （ 予算額：  99, 145 千円）  

借入金の返済負担その他の財務上の問題を 抱え金融支援が必要な中小企業が、「 中

小企業等経営強化法」 に基づき 認定さ れた税理士、 中小企業診断士等の「 認定支援機

関」 に経営改善計画の策定を 依頼し た際に発生する「 計画策定費用」 及び「 フ ォ ロ ー

アッ プ費用」 の一部を 負担し 、 経営改善・ 事業再生を 支援する 。  

 

３  事業承継・ 引継ぎ支援センタ ーによ る 事業承継支援（ 国委託事業）   

      （ 予算額： 121, 515 千円）  



 

 

経営者が高齢等で事業の存続に悩みを 抱える 中小企業や、こ れら 経営資源を引継ぐ

意欲のある 中小企業の相談に幅広く 対応する ため、事業承継全般に関する 相談をワ ン

ス ト ッ プで受け付け、 親族内承継と 第三者承継を 総合的に支援する 。  

親族内承継については、 地域の支援機関、 金融機関と 連携し 、 事業承継診断等によ

り 早期・ 計画的な事業承継の準備を働き かける と と も に、 経営の特色や承継における

課題を 整理し た事業承継計画の策定を 支援し 、事業承継に関する 悩みや課題解決のサ

ポート を 行う 。  

ま た、 後継者不在の中小企業に対し ては、 事業譲渡に関する 助言、 情報提供及びマ

ッ チングを支援し 、 契約書の作成についても サポート する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅴ 産業人材の育成と 情報化支援等（ 総務部事業）  

 

新入社員から 経営幹部ま でを 対象と し た階層別研修や、も のづく り 人材、Ｉ Ｔ 人材など

それぞれの分野に特化し た人材の育成カリ キュ ラ ムを 提供し 、県内中小企業の経営力の底

上げを人材育成の観点から 支援する 。  

 

１  産業人材の育成 

（ １ ） も のづく り 人材に必要な人材育成（ 県委託事業）    （ 予算額：  5, 659 千円）  

自動車産業を はじ めと し た県内製造業がグリ ーン化・ デジタ ル化など 急速に変化する

市場環境に対応すべく 、 実証講義の開催や企業視察を 実施し 、新技術等を 活用し た事業

を効率的に実行する こ と のでき る 人材育成を支援する 。  

・ も のづく り 技術研修                   20 コ ース  

・ セミ ナー                         1 回 

・ 企業視察                         1 回 

 

（ ２ ） 産業人財育成事業（ 県委託事業）           （ 予算額： 28, 286 千円）  

中小企業の経営者から 若手社員ま でを 対象と し た階層別研修のほか、 生産性向上、 現

場でサービス を提供する「 人」 の付加価値向上、 デジタ ル技術の修得を テーマに研修を

実施する と と も に、女性の活躍推進を 図る ための研修も 行い、県内中小企業の全体的な

底上げを 支援する 。  

・ 研修                          61 コ ース  

 

（ ３ ） 新入社員の育成（ 自主事業）             （ 予算額：  1, 530 千円）  

中小企業に採用さ れた新入社員を 対象に、社会人と し ての心構えやルールを身につけ

る ための、 合同研修を 行う 。  

・ 新入社員合同研修、 合同入社式の開催            1 回 

 

２  グロ ーバル人材の育成・ 確保 

（ １ ） 日本人留学生の人材育成支援（ 県負担事業、 民間寄付事業）  

（ 予算額： 16, 409 千円）  

県内の大学又は岡山県出身で県外の大学に在籍し ている 日本人留学生を 対象に、留学

先での様々な交流や実践活動に奨学金を交付する と と も に、県内企業へのイ ンタ ーンシ

ッ プを 通じ て、地域に貢献し たいと いう 志を持つ人材を 育成する こ と で、 グロ ーバル化

を進める 県内企業への就職につなげる 。  

ま た、県内企業に所属する 社会人に対し ても 企業のグロ ーバル化に対する 一翼を担う

人材と し て成長でき る よ う 、 奨学金を 交付し 留学の機会を 与える 。  

・ 日本人留学生への奨学金の支給 

・ 県内企業へのイ ンタ ーンシッ プ支援 

 



 

 

（ ２ ） アジア人留学生を 活用し た海外展開支援( 民間寄付事業、 自主事業)  

  （ 予算額： 7, 703 千円）  

県内の大学に在籍し ている アジア地域から の留学生を ビジネス 人材と し て育成・ 確保

する こ と によ り 、 県内中小企業等の海外における 事業展開を 支援する 。  

具体的には、県内中小企業者と の就職マッ チング、奨学金の給付、情報発信等を 行い、

総合的な支援を行う 。  

・ アジア人留学生への奨学金の支給 

・ 県内中小企業等と アジア人留学生と の就職マッ チン グ 

・ 情報発信 

 

（ ３ ） 留学生の県内企業への就職促進、 確保支援（ 県委託事業）  

（ 予算額：  6, 950 千円）  

留学生向けのセミ ナーや企業交流会を 開催し 、 留学生の県内就職促進に向け、 留学生

の就職支援や県内企業と のマッ チング機会の充実を図る 。  

・ 留学生を対象と し た就職支援セミ ナー            2 回 

・ 留学生を対象と し た企業研究・ 就活準備フ ェ ス         2 回 

・ 県内企業を 対象と し た情報提供               2 回 

・ 県内企業を 対象と し た外国人受入相談会           2 回 

 

３  おかやま 産業情報の発行等（ 自主事業）         （ 予算額：  9, 336 千円）  

財団賛助会員等に対し 、財団の実施する 事業や県内企業向けの各種施策等について情

報提供する「 おかやま 産業情報」 を発行する こ と で、 財団活動の広報を 行う と と も に経

営の一助と し ても ら う 。  

・ おかやま 産業情報の発行       年 5 回発行（ 32 ページ 約 4, 000 部）  

 

４  中小企業の情報化支援 

（ １ ） 中小企業のＩ Ｔ 支援（ 基金事業）           （ 予算額： 11, 470 千円）  

急速に進展する デジタ ル化において、中小企業のＩ Ｔ に対する 理解を 深め、生産性向

上につながる 講習会を 開催する 。ま た、 中小企業の課題と さ れている Ｉ Ｔ 人材の育成や

中小企業者から の情報化に関する 各種相談や情報提供を行う 。  

・ Ｉ Ｔ セミ ナー、 講習会の開催                7 回 

 

（ ２ ） 岡山県産業支援ネッ ト ワ ーク の運営（ 県補助事業）   （ 予算額： 10, 135 千円）  

県内中小企業者のＩ Ｔ 対応を 促進する ために、情報ハイ ウ ェ イ を活用し た岡山県内の

産業情報の発信拠点（ ポータ ルサイ ト ） を 整備・ 運営し 、 県内企業情報等のデータ ベー

ス の構築を図る と と も に、 有益なイ ベント 情報、 各種支援施策等を 発信する 。  

 

５  びっ ちゅ う 未来塾（ 県・ 倉敷市負担金事業、 自主事業）  （ 予算額：  3, 600 千円）  



 

 

行政機関、 産業支援機関、 金融機関等の若手職員が、 産業振興策等を学び、 グループ

で地域活性化策を 検討する こ と によ り 、個々の事業立案力、職務遂行力のレ ベルアッ プ

と 人的ネッ ト ワ ーク の構築を 図り 、将来の備中地域の産業の活性化支援を 担う こ と がで

き る 人材を育成する 。  

 

６  テク ノ サポート 岡山の施設管理（ 県委託事業、 県指定管理事業）  

（ 予算額： 39, 475 千円）  

「 テク ノ サポート 岡山」 の管理者と し て、 施設内の貸会議室、 技術情報ラ イ ブラ リ ー、

展示室等の管理運営を 行う 。  

 


